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【平成18年度・前期学期・ミクロ経済学III・期末試験準備問題集】
【問1】 ある国では、XとYの2財を生産するが、それぞれの生産関数がそれぞれの生産に投入される労働量にのみ依存し、
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　と表される。この国で利用できる労働量が全体で100であるとき、

(1) この国の生産可能曲線(PPF)を求め、これを図に描きなさい。

(2) この国のX財とY財の価格がPx=100 Py＝50であるとき、最適となるXとYの生産の組み合わせを求めなさい。

(3) （イ）で求めた最適生産点における総生産額を求めなさい。
(4) この国の社会的効用関数が
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で表されるとき、この国が効用最大とする生産点を求めなさい。（価格は（イ）の場合に限らないで計算すること。）

(5) （エ）における価格比を求めなさい。

【問2】 ある個人の効用が、労働によって得られる所得(X)と余暇時間（H）に依存し、下の効用関数で表される。この個人が1日に活動できる時間が16時間であり、市場で直面している賃金率が500円である場合について、この個人の効用を最大とする所得と余暇時間の組み合わせを求めなさい。
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【問3】 ある企業が次ぎのような生産関数に基づいて生産を行っている。
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但し、Kは資本サービスの投入量、Lは労働投入量である。

この企業が1000単位の生産物を生産しようと投入要素市場において、労働賃金率がw=100、資本サービスへの単位価格がr=150である場合について、この企業の費用を最小化する資本と労働の投入量を求めなさい。
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